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小説『FIVE(V)』悔辱含羞自屠燚冥吻還!!




設定のご案内


 悔辱含羞かじょくがんしゅう 自屠燚冥じとめいめい 吻還ふんかん! !


 書いてみたかった新作シリーズもの

プロットと通奏フックを編み始めた !


 タイトル　　　小説『FIVE (Ｖ) 』

主 人 公　　　魁　傲　さきがけごう　愛称「ゴー」　年齢不詳

　　　　　　　表の顔　画商　オークショナー

時　　代　　 　昭和後期、平成、令和

スタイル　　　ハイブリットノワール文藝

絵　　画　　　アルブデヒト・デュラー　メランコリア Ⅰ １５１４年

通奏フック　　悔辱含羞かじょくがんしゅう 自屠燚冥じとめいめい 吻還ふんかんマカベオルム!!


 さて……書けるのか　俺。

まぁ、こっち系はね、門田泰明先生、夢枕獏先生、菊地秀行先生は随分読ませて頂いたから書けると思うけど、まだわかんないね書きはじめるまで。ちょっとさこういうものも書いてみたいじゃん。これもシリーズにしますから。三十代の半ばから読めるような大人の漫画小説にしたい。ただ純文学的構造は持ち込むだろうなぁ。チョットメンドウクサイ感じに。


 
 
 Ａパターン「昭和編」

貴様に還してやろう。なーに、私が自ら手を下す

ことは無い。貴様は気付く暇もなく還るのだから

……チュリッ…チュチャリッッッッッ

この音かい? 気にするな足元の「太陽」が啼いているだけさ

燁冥の扉口…… 葬ってやろう

悔辱含羞 自屠燚冥 吻還 !マカベオルム!! 　還れ冥府へ !


 ※スーツ…ジョルジョ・アルマーニ　ダブル・ピークドラッペル

※靴…ベルサーチ　ダブルモンクストラップ　シルバートゥーガードつき

※腕時計…スピードマスター コーアクシャル マスター クロノメーター

　　　　　ムーンフェイズ クロノグラフ　ゴールドケース

※サングラス　レイバン・ティアーズドロップ・グリーンブラック

※タバコ　　パーラメント１００ｓ ２８０円

※ライター　デュポンＳ.Ｔ.Dupont LIGNE２ SERIES ダイアモンド・ヘッド・

　　　　　　カット ゴールド(真鍮)　１００,０００円

※車……ダッチシェルビーＣＳＸ２.２Ｌ ４気筒ターボ

※バイク……Vespa Primavera １５０

※スポーツボート……ヤマハ ＳＳシリーズ（ＳＳ- 13 ＲＸ / ＳＳ- 15 ＲＸ）


 
 
 Ｂパターン「平成編」

memento-mori……　ふっ…死を想え……

「な…何だそれは…こけ脅しかよ…殺すぞ……」

あんたchorea Machabaeorum　コレア・マカベオルムって

知らねぇよなぁ莫迦だから。

「なに ! ! てめえ ! ! 精々降りるなら今のうちだぜ～」

コールだ…………悔辱含羞 自屠燚冥 吻還 ! マカベオルム!! 　踊れ !


 ※スーツ…エジメネジルド・ゼニア　シングル・ピークドラッペル

※靴…コールハーン　ダブルモンクストラップ

※腕時計…ロレックス・デイトナ　ローズゴールドケース

※タバコ　　パーラメント１００ｓ ３５０円

※ライター　ALFRED DUNHILL ローラガスライター (真鍮)１００,０００円

※車……ダッチチャージャーＶ８ヘミユニット

※バイク……ＭＶ AGUSTA Ｓ ７９８ｃｃ 最高速２４０ｋｍ

※スポーツボート……２００ Speed Ster | Ｓｅａ-Ｄｏｏ　４ＳＴ


 
 
 Ｃパターン「令和編」

ゼロイチのアルゴリズムに任せっきりのあんたには

お似合いだって言うのさ。

嵩ばかりがかさんじまったあんたのプライド。

還してやるよVANITASとCANNIBALISMの世界へと……

悔辱含羞 自屠燚冥 吻還 ! マカベオルム!! 　喰らえ己を !


 ※スーツ…エスコリアル（ESCORIAL）シングル・ピークドラッペル

　　　　　スリーピース　オッドベスト付き

※靴…マグナーニ　シングルモンクストラップ

※腕時計…VACHERON CONSTANTINヴァシュロン・コンスタンティン

　　　　　Overseas Automaticオーヴァーシーズ オートマティック

　　　　　ピンクゴールドケース

※タバコ　　パーラメント１００ｓ ６２０円

※ライター　クロムハーツ ライター ＣＨクロス Zippo

　　　　　　タイニーダブルクロス スリム Ｖ２(シルバー)　４０５,０００円

※車……ピックアップトラック・ダッチＲＡＭヘミユニット

※バイク……Moto Guzzi Ｖ７ Special ８５０

※クルーザー……イタリア・Azimut 55 Ｓ: トリプルＩＰＳ（３機駆動）


 
 
 男の人でこの設定読んでワクワクしない人いるの?……

本当に読めんのかい(笑)?

《世一……これ、女も出て来るんだろうなぁ(笑)》と勝手に想像するｗ

《世一……これ、美食も出て来るよなぁ(笑)》と勝手に想像してくれるｗｗ

でもさ分かってくれたよね? 私が長物が怖くなくなった理由だけは(笑)

まだよ。まだ細かい設定入れるから。


 結局ね、どれだけ「フック」に細かな設定を入れられるかが勝負の分かれ目なのね。大丈夫。わたしですら書けるのだから誰でも書ける。設定に命さえ吹き込めれば、設定が必ず立ち上がってくるから。そこに必要なのは「通すこと」日拠らずに突き抜けさせること。例えば「ここの設定」だけで何枚書けると思う(笑)　凄く書けるよ(笑)

イベント決めたら、先にイベントシーンを立ち上げて、あとは設定からガジェットを拾い上げて背景描写。

　この小説の場合は「マニア向け・フェチ向け」の要素が強いので、一つずつ深堀するだけで枚数は稼げる。一度に全部使う必要はない。資産が散逸するからイベント一つに、ガジェット一つか二つずつ狙い撃ちして書きこむ。

枚数はいつの間にか稼げているはずです。

だから、設定は可能な限り緻密細密に拾い上げる。

使わなくても良いのだから。

例えばですが「クロムハーツ」なんて、おじさんには興味がない。でも三十代であればフックになる。あとはおじさんが食いつきそうな、車や靴や背広をフックにしてみる。


 それをさ以下の主要項目ごとにやっておく。

①主人公　②相手役(登場人物)　③お話の筋　④お話の時代背景　⑤お話のステージ(舞台・国・街・昼・夜)　⑥お話のテーマ

長くても怖くなくなるからね。あとは拾い際と捨て際ですね。

よく主人公の履歴書って言うじゃない。「設定」だよね「人間設定」。


 本作の「通奏低音」が気になった人は

絵　　画　　　アルブデヒト・デュラー　メランコリア Ⅰ(版画) １５１４年、これを調べてみることをお勧めします。「ふーん」と思えるはずですから。


 
 どちらにしても来年の夏だろうな(笑)

まだわからないね。書けるかどうか。少し難しい。

でも書きたい。

この濃厚なガジェット、刺さるマニアは必ずいる……はずｗ


 ※尚、この呪詛は飛鳥世一が物語ように個人的に編んだ呪詛です。パクリにお気を付けください♬







第一話　第一章　初稿参考


 『……傲……相変わらずアクドイ商いをしているようだのぉフオフオフオフオゴホッ、ゴホッ……』「せんせい、あんた大丈夫かい……」

『傲……煙草を…煙草をくれ……』

「……いいけどさ、俺の船で死なないでくれよ…フッ…ほら…待ってな今火をつけてやるから」

傲はエスコリアルのパンツから取り出したクロムハーツのライター ＣＨクロス Zippo・タイニーダブルクロス スリムを擦った……ジッポ…オイルの匂いが海凬に押し戻され、傲の顔を撫ぜて行った。安っぽい場末感しか感じさせない高々ジッポ。シルバーの十字架がついたとたんに 40 万円だ。こんなものに令和の今は羨望を集める「バカバカしい時代だ」傲はそう感じていた。


 『……フーーッ…夜の海はいい……波間に凡てを塗り込める……。傲、次の紹介者が最後だ。わしももう長くない。ここまでお前の商売に肩入れしたわしの願いを聞いてくれ。わしが死んでも儂の画だけは引き上げるなよ……』

「フッ……そんなことはしないさ。ちゃんとあんたの家族の元にのこしておいてやるさ……で…ほう…こちら様が爺さんが繋ぐ最後のクライアント…さん……　なんだい、地方行政の首長かよ。……まてよ…こいつ…例の……」

『あゝそうだ。例のホテルには行きましたけどそういう行為はしておりません。露天風呂も使用しておりません……ふぉふぉふぉふぉ……画が、画が欲しいそうだ…』

天王洲アイルの夜の運河に漂う夥しい死臭とパーラメントロングの匂いを混ぜ込んだ反吐を催す臭いがベタリと貼り付く。老人の湿った笑い声とともに。

アジムート 55 Ｓの重低音のエンジン音が会話をブラインドとするようにアイドリングの音を響かせていた。

ゴーは自分の煙草に火をつけるとクロムハーツのZippoをパチンと閉じ、パーラメントの煙をその地方首長の顔写真が載ったテキストに吹き付けた。

「いいでしょう。林先生、最後のクライアント、確かに引き受けた。コミッションは売買契約締結時、支払いを受けた後、いつものように三日以内に例の口座にコンサル料名目で振り込んでおきます」

「傲……今回のコミッションはいらないので頼みがある。あの女を生かしておいてやってほしい」往時を知る者が見たら驚いただろう。見る影もなく老いさらばえ、皮と骨だけになった手足では躰を支えられなくなった死を前にしただけの『元政治家』これがあの大派閥を率いてきた林喜朗だった。

「せんせいのカワイ子ちゃん……だったのかい?　ふっ…… ありゃぁ、せんせい、やってまっせ! ハハハハハ」

『莫迦者 ! ラブホテルでミーティングナゾしてやらずに出てくる男など部下に持ってたら、儂なら殺しておるわフワフワフワフワッ……』


 砂利の運搬船だろうか、警笛を鳴らしながら運河向こうを下ってゆく。
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